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1 薬物乱用状況について
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薬物による検挙人員（平成2７年～令和２年）

１ 薬物の乱用状況について
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大麻の検挙人員が
五年前の約2.3倍
となっている。

※ 数値は警察庁発表「令和２年における組織犯罪の情勢」による 4



総検挙人員の薬物別割合（平成2７・令和２年比較、全国）

１ 薬物の乱用状況について

◼ 大麻事犯の割合が顕著に増加している。その原因として、

・「大麻はたばこより害や依存性が少ない」「海外では合法の

国もあり、危険性がない」等といった、誤った情報の氾濫

・危険ドラッグからの回帰

といった理由が考えられる。
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※ 数値は警察庁発表「令和２年における組織犯罪の情勢」による 5



薬物別押収量（平成2８年～令和２年）

１ 薬物の乱用状況について

※ 数値は警察庁発表「令和２年における組織犯罪の情勢」による

0

500

1000

1500

2000

2500

H28 H29 H30 R1 R2

覚醒剤 乾燥大麻 コカイン

6



再犯者率の推移（平成2７年～令和２年、覚醒剤）

１ 薬物の乱用状況について
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※ 数値は警察庁発表「令和２年における組織犯罪の情勢」による 7



危険ドラッグ事犯について（平成2７～30年）

１ 薬物の乱用状況について

※ 数値は警察庁発表「令和２年における組織犯罪の情勢」による
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最近の薬物事犯検挙事例①

１ 薬物の乱用状況について

①覚醒剤をアメリカから密輸し、使用したとして、経済産業省の２８歳のキャ

リア職員を逮捕・起訴。「仕事でのストレスから、覚醒剤を使用し始めた」
「省内のトイレや会議室で使用した」と供述。（警視庁組織犯罪対策第五課）

②自宅マンションで覚醒剤・大麻を所持したとして、厚生労働省麻薬取締部が、

文部科学省の４４歳のキャリア職員を逮捕・起訴。文部科学省内の自身の机か

ら、覚醒剤とみられる粉末や、使用済みのものを含む、注射器数本を押収。職

場でも薬物を使用した事実で再逮捕。（関東信越厚生局麻薬取締部）

キャリア官僚による覚醒剤・大麻所持事件

◼仕事の悩み・モラルの低下を原因として、違法
薬物に手を出してしまうこともある。
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最近の薬物事犯検挙事例②

１ 薬物の乱用状況について

大麻含有製品による健康被害を端緒とした
大麻取締法違反事件

東京都荒川区で、社交ダンスのイベントで体調不良を訴えた7人
の尿から大麻の成分が検出。大麻成分を含有するチョコレートを
持ち込んだとして、イベントに参加した７０代の男性を大麻取締
法違反（所持）の疑いで書類送検。男性は「米国でもらった。大
麻成分が入っているとは思わなかった」と話している。
（警視庁組織犯罪対策第五課）

◼海外の一部の国では、大麻成分を含有するお菓
子などが流通されており、知らずに国内に持ち
込んでしまう危険性がある。
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最近の薬物事犯検挙事例③

１ 薬物の乱用状況について

船舶を利用した覚醒剤大量密輸事件
【令和元年６月】

静岡県下田市の海岸に停泊中の小型船内から、覚醒剤約１トン
（末端価格約６００億円）が押収され、密輸をしたとされる中国
人７名を逮捕・起訴。小型船で横浜から約５５０キロ離れた太平
洋上で別の船から積み荷を移し替える「瀬取り」という方法で密
輸を画策したもの。レンタカーで合流した仲間と共に、積み荷を
降ろし始めたところを、捜査員に逮捕。事件の端緒は、地元住民
の「不審な船が港に出入りしている」との通報があったことによ
るもの。（警視庁・静岡県警・海上保安庁など）

◼日本における覚醒剤の末端価格は、世界でも高
い水準とされており、犯罪組織等からは格好の
薬物マーケットとみられている。
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２ 乱用薬物の傾向や特徴
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２ 乱用薬物の傾向・特徴とは

（１） 覚醒剤
●日本国内で最も流通、乱用されてい
る薬物。

●神経を興奮させる作用があり、頭が
冴えたような感覚になる。

●効果が切れると激しい脱力感・疲労
感・倦怠感に襲われる。

●形状は主に白色の粉末状・無色透明
の結晶。

●使用方法
注射器で水溶液を注射。
ガラスパイプ内に入れ、火で炙りその
煙を吸煙。
コーヒー・ジュース等に入れ吸飲。
（とても苦いらしい・・・）

● 覚醒剤結晶

● 覚醒剤使用器具類
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２ 乱用薬物の傾向・特徴とは

（２） 大麻

②大麻草の栽培状況

①大麻草
③成長した大麻草

光を当てること
で成長を促進さ
せている。

ロックウール
溶解させた天然
岩をファイバー
化させたもの。
水耕栽培に用い
られる。

成長すると１～３
メートルくらいに
なる。
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２ 乱用薬物の傾向・特徴とは

（２） 大麻

●酩酊感、情緒不安定など脳に様々な不具を生じさせる。
●記憶力や学習能力が低下し、社会生活に適応できなくなることも
ある。

●乾燥した葉片だけでなく、樹脂や液体、ワックスにした加工品も
ある。大麻成分を含有したチョコレートなど、大麻製品も海外で
は販売されている。また、液体を使って電子煙草のようにして使
用する方法も最近では目立つ。

③乾燥大麻 ④大麻樹脂 ⑤大麻たばこ（通称ジョイント）
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２ 乱用薬物の傾向・特徴とは

（３） 麻薬等
●粉末状で、コカの葉が原料
●興奮作用があり、身体的、精神的に強い
依存性がある。

●少量でも命に危険を及ぼす薬物。
●使用方法
主に鼻などの粘膜から吸飲摂取。
外国紙幣などを用いることが多い。

◼ 今後より訪日外国人が増加する。それに伴い、海外から
大麻等の違法薬物が流入してくることが懸念されている。

● コカイン粉末

● MDMA

●錠剤型の麻薬。使用すると錯乱状態
となり、高熱や記憶障害などの症状
が現れることがある。

●強い精神依存があり、様々な障害を
引き起こす。
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２ 乱用薬物の傾向・特徴とは

（３） 危険ドラッグ

●覚醒剤や大麻と同じような効
果をもつ成分が含まれており、
覚醒剤や大麻と同等又はそれ
以上に危険な場合がある。
（俗称：合法ドラッグ、脱法
ドラッグなど）

金属容器の中身は、亜酸化窒素（笑気ガス）
医療用麻酔薬や食品添加物の用途あり

付属品として、金属容器を開封する器具・吸引用
風船を同封

●通称シバガス（亜酸化窒素）

●危険ドラッグ（１） ●危険ドラッグ（２）

（通称RUSH）
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リキッド（液体） パウダー（粉） ハーブ（植物片）

アロマオイル バスソルト お 香

などと、使用目的を偽って販売されている。

２ 乱用薬物の傾向・特徴とは

（３） 危険ドラッグ
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２ 乱用薬物の傾向・特徴とは

（４）違法薬物の密売現状①

※１ アイス=覚醒剤
※２ 手押し=直渡しで取引

すること
※３ １が３．６

=１グラム3万6千円

隠語等を用いて取締の目を
かいくぐろうとしている。

● SNS上での薬物密売スレッド ● 薬物密売に関する書込
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２ 乱用薬物の傾向・特徴とは

（４）違法薬物の密売現状②
● 薬物密売に関する書込

※１ ブルー
⇒ブルーベリーという品種

※２ ３～/２１０００
⇒３グラムで２１０００円

※３ Telegram、Wickr
⇒メッセージアプリ。
非常に秘匿性が高い。

※４ 野菜
⇒大麻の隠語

※２

※３

※１

※4

SNS上には、違法薬
物に関する書き込み
が氾濫している！！

● SNS上での薬物密売スレッド
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ご清聴ありがとうございました。

東京都福祉保健局健康安全部薬務課
麻薬対策担当 電話 ０３－５３２０－４５０５
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